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彫刻家 中村 晋也
作品紹介 「ふるさとあい」 Vol.33

「成
じょうどう

道 －釈迦八相像－」 平成27（2015）年制作
　薬師寺西塔に、お釈迦様の生涯を８つの場面で表した「釈迦八
相」のうち、後半の４場面が安置されています。悪魔の妨害を退け
て、お釈迦様が菩提樹の下で悟りを得る「成道」は、中でも大迫力
の場面です。現在も前半の４場面を制作中の中村晋也は今年93歳。

「彫刻でお釈迦様や弟子たちの生き生きとしたお姿を具現化した
い。お釈迦様が『もういいよ』と言われるまで、彫刻人生を全うす
べく精進を続けたい」と、今日もアトリエで制作を続けています。

特別協力　公益財団法人中村晋也美術館（URL http://www.ne.jp/asahi/musee/nakamura/index.html）

3.1m（高さ）×4.7m（幅）×1.5m（奥行き）
(奈良薬師寺西塔)

7広報かめやま　平成31年3月1日号

　２月17日（日）に、「第12回 美し国三重市町対抗駅伝」（津市から伊勢市までの
10区間、42.195kmを一本のたすきでつなぐ）が開催されました。
　県内29市町が出場するなか亀山市代表チームの選手たちは、沿道の熱い声援を
受けながら力いっぱい走り抜き、過去最高順位の総合５位入賞を果たしました。
　また、第１区の林 千華選手（小学生女子）が区間を一番で走り抜け区間賞を獲得し、
さらには駅伝競技後にあった1,500m友好レース（小学生女子）に出場した林 千葡
選手が優勝するなど、選手たちはそれぞれにすばらしい走りを見せてくれました。

林 千葡選手

林 千華選手（ゼッケン５番） 前田選手、松浦選手 川畑選手

中田選手

第12回 美し国三重市町対抗駅伝

亀山市代表チーム　
               過去最高順位  総合５位入賞！


